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I.はじめに

来馬層群は従来より富山県・新潟県・長野

県の三県にまたがって分布する下部ジユラ系

として知られている。その主要分布地域は富

山県と新潟県の県境を流れる境川の流域にあ
みずかみ

る。水上谷層は境川の流域やその支流である
あげる

上路川流域に分布し，来馬層群最上部とされ

ている（小林ほか,1957)・(Goto,1983)。水

上谷層からのOnychiopsiselongata(Geyler)

YOKOYAMAの産出はGoto(1983)に示さ
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れているが，記載はされていない。今回，2

地点より産出した0.e/onga敵について報告

する。標本はすべて富山市科学文化センター

に保管されている。

標本の同定にあたっては東京学芸大学地学

教室の木村達明教授に御指導をいただき，ま

た，本論文を書くにあたり，有益な御助言を

いただいた。ここに深く御礼申し上げます。

なお，この研究に関する調査については文部

省の昭和60年度科学研究費補助金（奨励研究

B)「課題番号60916015」の一部を使用した。

II.産出地点と産出層準

今回報告する0.e〃"“〃の裸葉は境川と
しな

その水系である上路川上流の棉谷から産出し

た（図1）。

Loc.1(図1-A)[TOYA-Fo-319](図

版1-1)
だいら

富山県下新川郡朝日町大平の北400mの露

頭。露頭の規模は高さ約25m,幅約70m。灰

白色アルコーズ質操岩，同色粗粒～中粒砂岩

と黒灰色砂質泥岩の互層の黒灰色砂質泥岩よ

り産出した。喋岩・砂岩が優勢である。地層

の走向傾斜は約N80E28NWo

Loc.2(図1-B)[TOYA-Fo-329](図

版1-2,3)
にしくびき

新潟県西頚城郡青海町上路の棉谷下流の砂

防ダム左岸の露頭（標高約350m付近)。露頭

の規模は小さく，高さ約2m．幅約2.5m･灰

白色粗粒～中粒砂岩と灰白色泥岩の互層の灰

白色砂岩より産出した。地層の走向傾斜は約

N85"E30'NW・

水上谷層については来馬層群最上部層とす

る意見（前出）と，その岩相や構造上の理由

から来馬層群より分離するのが妥当であると

の意見がある（山田，滝沢,1981)。これまで

水上谷層とされてきたものの中には来馬層群

の被覆岩類にあたるものも存在していると思

われ，今後の野外調査によって水上谷層と被

覆岩類との関係を明らかにしていく必要があ
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る。しかし,境川と大平川に露出しているもの

については,野外調査の結果,一連のものと思

われるので，ここでは一応前者に従い，水上

谷層を来馬層群最上部層とする。水上谷層は

アルコーズ質砂岩を主体とした傑岩・砂岩・

泥岩からなり，層厚700m以上｡下部では喋岩

の操種は白雲母片岩・赤色凝灰岩・緑色凝灰

岩・泥岩・砂岩・石英角操などであり，上位

に向かうにしたがって，喋種が少なくなり，

オーソコーツァイト操を多量に含むようにな

ってくる。操は角喋～亜角操で，淘汰は不良

である。砂岩や泥岩は一部に白雲母を多量に

含んでいるところがある。上部では再び赤色

凝灰岩，緑色凝灰岩，砂岩や泥岩等の喋種に

富む操岩になる。

Ill．まとめ

これまで来馬層群水上谷層より産出した化

石の報告はない。また,O.eわれ“舷は北陸地

方では手取植物群を代表する植物であり，現

在まで報告されている来馬層群の植物群の構

成種には見られない(Kimura,1980;1984),

(Kimura&Tsujii,1980-1984)。したがっ

て，今回の標本は来馬層群の植物群およびそ

の当時の植物地理区について考える上に，大

変貴重なものと思われる。しかし，今回の産

出によって来馬居群水上谷層より産出する植

物化石が手取植物群に属するかどうかはまだ

検討の余地がある。今後，さらに水上谷層よ

り0.elonga〃以外の植物化石の産出が望ま

れる。
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